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研究成果の概要（和文）： 
 まず、人口学の分野で注目を集めている、二つの人口ボーナスの貯蓄や経済成長への影響に
ついて、理論的・計量的に分析を行い、先進国では、第二の人口ボーナス（寿命の伸長）の経
済成長への正の効果が見込まれることを見出した。また、人口変化の産業構造の変化について、
シミュレーション分析を行い、今後、日本で、農業の重要性が増加する可能性を示唆した。さ
らに、中国・タイのデータを用いた計量分析により、人的資本が経済成長にとって重要である
ことを見出した。 

          
研究成果の概要（英文）： 
First, the effects of two demographic dividends, which attract attentions of 
demographers, on saving and economic growth are analyzed theoretically and 
empirically. We found that second demographic dividend, namely, an increase in 
longevity, can have positive effects on economic growth in developed countries. Second, 
we conducted simulation analysis about the effect of demographic change on industrial 
structure, and it was suggested that the importance of agriculture can increase in the 
future in Japan. Third, we found that human capital is quite important for economic 
growth according to our empirical results using the data of China and Thailand.  
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１．研究開始当初の背景 
  「人口ボーナス」という概念は、人口学の
分野で、注目を集めているテーマであった。

特に、成人寿命の増加の貯蓄の影響や第二の
人口ボーナスについては、Andrew Mason 教
授(ハワイ大学)、小川直宏教授（日本大学）
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など、一部の著名な学者に注目を浴びつつあ
るトピックであった。 
 
２．研究の目的 
 （１）人口ボーナス、とりわけ第二の人口
ボーナスの貯蓄・人的資本・および経済成長
への効果について、理論的・実証的研究を行
う。具体的に、寿命が長くなると、消費者の
貯蓄行動がどのように変化するのかを明ら
かにし、それが、経済成長にどのような効果
をもたらすのかを考察する。 
 
（２）世界のパネル・データや、日本をはじ
めとする国々の時系列データを用いて最新
のパネル・データ分析や時系列分析の手法を
使用した計量分析を行うことにする。 
 
（３）山口三十四教授が構築した一般均衡的
成長会計分析を応用し、人口ボーナスが資本
蓄積、人的資本にどう影響し、技術進歩、産
業構造、一人当たり所得等にどのような影響
を及ぼすか分析する。 
 
３．研究の方法 
(1)人口変化の資本蓄積、および産業構造の
変化、とりわけ、農業、非農業の重要性に対
する影響について、世代重複モデルと一般均
衡的成長会計分析モデルに基づき、日本の年
齢構成や寿命のデータを用いてシミュレー
ション分析を行う。 
 
(2)成人寿命の貯蓄に対する効果について、
世界のデータを用いて、計量的に分析する。
この分析は、Kinugasa and Mason (2007) の
世代重複モデルに基づいて行われている。 
 
(3)Mason(2005)の第一・第二の人口ボーナス
の変数を参照し、二つの人口ボーナスの指標
を計算し、その国民貯蓄率、経済成長率への
影響について、計量的に分析を行う。 
 
(4)人的資本、とりわけ教育の経済成長の効
果について、中国・タイのデータを用いて、
計量的に分析を行う。 
 
(5)人口と地域経済の関係について、考察を
深める。地方自治体における居住地人口や住
環境の決定要因について、また、最適な地方
自治体の規模について、市町村のデータを用
いて計量分析を行う。 
 
４．研究成果 
(1)山口三十四教授（神戸大学）と人口変化
と資本蓄積および産業構造の変化について
共同研究し、学術誌に論文を投稿し、掲載さ
れた。この研究では、人口変化、特に二つの
人口ボーナス（第一の人口ボーナス：出生率

の低下による若年人口の低下、第二の人口ボ
ーナス：成人寿命の伸びによる貯蓄の上昇）
は資本蓄積を増加させ、それが一国の産業構
造、特に農業の重要性に大きな影響を与える
ことを見出した。人口変化の産業構造に対す
る影響は、最近の研究では、軽視されつつあ
る傾向にあったが、特に、日本は、少子高齢
化社会に突入し、持続的経済発展を考えてい
く中で、農業は非常に重要な問題であると考
えられる。今後、農業の重要性が高まるとい
う結論は、今後の農業のあり方について、重
要な示唆となると思われる。 
 
(2) Andrew Mason 教授（ハワイ大学）と、
第二の人口ボーナスの源泉である成人寿命
の増加の貯蓄の増加に対する効果について、
世界の国のデータを用いて、計量分析を行っ
た。その結果、寿命の増加の貯蓄率に対する
効果は、経済成長率に依存することが見出さ
れた。また、急速な寿命の伸びは、欧米と先
進アジア諸国のサンプルで分析をしたとき
のみ、貯蓄率に正の影響を及ぼすことが観測
された。成人寿命に焦点を当て、成人寿命の
増加率に着目して、計量分析を行った研究は、
これまでになされておらず、新規的と言える。
また、成人寿命の変数として、生命表を用い
て、独自の指標を考慮している点も、この研
究の特色である。この研究が基礎として、多
くの、第二の人口ボーナスについての研究が
展開されている。 
 
(3)(1)の研究を展開させ、資本蓄積だけでな
く人口総数や労働者数を考慮し、人口変化の
農業の重要性や一人当たり所得に対する効
果について、世代重複モデルと一般均衡的成
長会計分析モデルを組み合わせ、日本のデー
タを用いてシミュレーション分析を行い、論
文を作成中し、査読付き雑誌に投稿中である。
ここでも二つ人口ボーナスの資本蓄積に対
する効果やそれが農業の重要性に与えた貢
献は非常に大きいことが確認された。また、
人口減・労働減のみの効果を考慮すると、今
後日本で、農業の重要性は低まると予想され
るが、年齢構成や寿命の貯蓄および資本蓄積
に対する影響を考慮すると、将来農業の重要
性は高まるという予測が示された。人口ボー
ナス、とりわけ、第二の人口ボーナスの農業
への影響は、これまで十分に研究されてきて
おらず、本研究の発見は、新規的であるとい
える。さらに、経済発展を考える際、農業に
ついて考えることが不可欠であることを痛
感することとなった。そこで、農業の生産性、
生産効率性についての計量分析も数点行っ
た。今後、この分析結果を、経済全体に対す
るインプリケーションに応用できるよう、考
察を深めていきたい。 
 



 

 

(4) 中国における人的資本（特に教育）と経
済・社会の相互依存関係について計量的に研
究し、学術誌に掲載した。この研究で、中国
における現在の大学卒業者の全人口に占め
る割合は一人当たり所得に正の相関がある
ことや、母親の人的資本の蓄積は現在の若い
世代の人的資本形成に重要な正の影響を及
ぼすことが示された。また、母親の人的資本
の蓄積が大きいほど、少年犯罪率が低くなる
傾 向 が あ る こ と も 見 出 さ れ た 。                  
さらに、タイのタイムシリーズ・データを用
い、人的資本の経済成長への効果を計測した。
ここで、人的資本は、人口一人当たり教師の
数、政府の教育支出で計測し、教育の重要性
が強調された。一つの国に焦点を当てて、人
口ボーナスや教育の効果のマクロ経済的な
影響について、計量的に分析を行った研究は、
これまで、あまり多くなされていなかったた
め、重要な研究であるといえる。また、他の
国のデータを用いた研究等、今後より発展さ
せられる見込みがある。 
 
(5)人口の地域経済への効果は、人口ボーナ
スの経済への効果を考える上で非常に重要
である。地方自治体（兵庫県市町村・都道府
県）の人口要因について計量分析を行い、論
文を作成し、学術誌に掲載した。分析結果よ
り、住環境は、居住地選択と相互に大きな影
響をあることが見出された。この研究は、今
後の地方自治体の人口の決定要因、また、人
口の経済の影響を考える上で重要である。ま
た、地方自治体の一人当たり財政支出が最低
となる人口規模はどのくらいか、日本の市町
村のデータを用いて検証した。また、その人
口規模が平成の大合併の前後で変化したか
を計量的に分析した。地方自治体の居住地選
択との相互依存関係に着目した研究はこれ
まで多くはなされておらず、また、地方自治
体の一人当たり財政支出が最低となる人口
規模の年代を通じての変化について、言及さ
れた研究はあまりなく、注目すべき課題であ
る。これらの問題は、研究者だけでなく、地
方自治体側も非常に関心のあるテーマであ
ることから、地方自治体関係者とも協力し、
相互に話し合いながら研究を進めていきた
い。 
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